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AT WORK

三重県伊賀市の山一建設株式会社様は、“情熱を
持って切磋琢磨し続ける”を理念として地域の社
会基盤整備に尽力している総合建設業者だ。同
社が、自動追尾トータルステーションGT-1005
（以下、GT）とリモートコントロールシステ
ム RC-5A によるワンマン測量システムを活用
し、大きな課題をクリアできたとのことでお話を
伺った。
短期間で高精度な施工をするには。
活用されたのは、伊賀
市新庁舎の移設に伴う
調整池築造の現場だ。
「工期が短いだけでな
く、測量も施工も非常
に高い精度を要求され
ていました」とお話い
ただくのは、同社工事
部工事主任の山

やまぐち
口喜
よしひさ
久様。施工方法は、掘削を行

い基礎コンクリート打設、その上に二次製品のブ
ロックを並べるというもの。ブロックは2mメッ
シュで 132 個もあり、膨大な墨出し作業が必要
だった。しかも、本施工の前後には他の施工の予
定が組まれており、スケジュールが非常にタイト。
更には、洪水を防ぐ重要な社会インフラであるた
め、設計よりも小さくしてしまうことは一切認め
られない。限られた人員でこの局面を打開すべく
考え抜いた末、ワンマン測量システムの導入を決
断された。

作業効率アップに効果あり。
今までは、主にマニュアルタイプのトータルス
テーションを使い 2人で測量作業をされていた
という同社。果たしてGTと RC-5A 導入の効果
は？山口様は続ける。「1人で作業できますから、
人員が 1/2 になったことはもちろんですが、作
業スピードも 1.5 〜 2 倍ほど向上しました。ワ
ンマン測量システムのおかげで、工期が守れた
と言っても過言ではありません」。また、作業ス
トレスが無くなったことも、スピードアップに
繋がったと感じられている。従来の 2人作業で
は意思の疎通が重要。ただ現場では、重機が動
く音で指示する声が届かなかったり、2人の技量
の差によって作業効率が左右されたりと、少な
からずストレスがあったという。ワンマン測量
システムであれば、自身が求めたい点にいなが
ら、手元のデータコレクタで測定結果を確認し
たり、測設点へ誘導してくれたりするので、作
業に集中できたそうだ。
山口様、実は以前にも
何度か他のワンマン測
量システムを使われた
ことがあった。それ
らと比べても、GT と
RC-5A の評価は高い。
「以前に使ったシステム
は、通信距離が短くて
器械点移動を頻繁に行

1 人で迅速に高精度な測量作業を可能にした GT-1005 ＋ RC-5A

ワンマン測量の作業効率を実感！

山一建設株式会社 様

わなければなりませんでした。GTと RC-5A の
組み合わせは長距離でも安定して通信できます
ので、こちらの方が作業効率は高いと感じます。
またGTの旋回スピードが速いこと、プリズム
を見失っても RC-5A で簡単に素早く再捕捉でき
ることも気に入っています」
ワンマン測量を会社のスタンダードに。
今回の現場は、積み上げる二次製品ブロックの
高さが 2m以上あり丁張りをかけられなかった
ためGT で高さの管理まで行われたそうだが、
申し分のない精度であったという。最後に山口
様から、今後の抱負を伺った。「高さの管理まで
できましたので、丁張りなどの 3次元の位置出
しにも積極的に活用します。測量作業が効率的
になることは身にしみて実感できましたので、
社内で水平展開してワンマン測量を会社のスタ
ンダードにして行きたいと思います」工事主任　山口喜久様


